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今年も、早いものでもう 3丹。ちらほら桜の開花便りも聞かれる頃となりま

したが、みなさまいかがお過ごしですか。

お臨機で、くらしの学習会の活動も、 19佑年 1月に正式発足以来日年自に

入りました。ここに井戸端だより 49号をお届けします。読んでいただき、何

かを感じていただければ幸いです。

震豊 富震

ぺ~総会穂金計報告 魯.P.2 

母 21号令j脅出麓額j金報告 旬得曾 P.3

・3丹鯛金報告 鯵 .P.4 

・世界の麓力発事量 20%増{華奇襲覇明り披者).・. . P.S 

• 1まじめてみt.:.J重運F告書襲金のインターネット中継

. P.6-

a審麓{こ宮襲われて、ウオーキングはいかが?倫匂. . P箇8-
錫雑感 . P.l 0-
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勝雄醸議室再生(頼関関討議き)I 

ある欝審の雑感
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任月総会・新年制

2005年度総会を l丹 24日(丹)12: 00""林宅にて行いました。参加者は 5

名と少なかったのですが、昨年度の会計報告、今年度の活動方針など話し合い

ました。今年度は、特に昨年度から懸案となっていたジャコウアゲハの保護を

中心とした自然再生支援活動を柱にし、そのための河川整構基金助成申請を会

として提出することを決定しました。その後、一品持ちよりの新年会で皇室り上

がりました。 (T• H) 

|会計報告 (20制 --12)I 
i援λ

会費 27，000 p1 

絵誌がきカンパ 7，500円

カンパ 1，開。円

利子 39円

前年産鑑越金 148意569自

i喪入金計 l喜4，108円

支出

用紙代 2，382円

切手代 8，060円

コピー代 530円

課験代 9，∞o円

ガソリン代 3，364丹

駐車持金 ωo丹

支出合計 23，936問

収入合計明支出合計=184，108円四23，936円4昌弘172開

(次年度繰越金〉

東糧市になっても、用紙を持参すれば中央公民館の印闘機を無料で貸しても

らえるため、会の財政には鴎ることなく活動できています。感謝!

申立由



2 月 4テ括主伊j護主さ辛酸告ヨ子

2月21日(月〉久し轟りに、今治荘住の活動会員Oさん宅での開会に会

員§名で出かけました。お天気註よかったのですが、今治に着く墳には春的

雪花がチラチラと 9 メンパーのお知り合いがやっているお金事訴でOさんと

待ち合わせ、手の込んだ昼食を噴き Oさんのお宅へ。 r井戸端艇り』雑感レ

ギュラ一大五豊臣君の盛大詰お出迎えを受け興会開捨。

メンパーめKさんから、 1月iこ申議した「平成 17年度 調JlI整錨基金融

成申請書j についての説明を開きました。

〈テーマ) 蝶の公開づくり

(申請義重要)重信m雄域的住毘にジャコウアゲハの保護を呼び掛け、かすみ

壌や土手購辺の草地を利用して豊撃の公舗をつくる。轄の金草や験豊壁櫨鞠を舗

えて議でも観察できるようにする。一年を通して観察した記鋸をカレンダー

やマップの形にまとめ地輔住民に伝える申

覇者髄鞠の専門家に来ていただいて襲択な白銀観察会華実擁する費揺にも鍍

いたいとめ熱い患いを語られました。

結果は 5月に出るらしい的ですが、それまでの期鶴、私たちiまどうした語

轄をしていくか。ジャコウアゲハ生息地の挟説、昨年4月に移植したウマノ

スズクサの状説品、土手の哉書撃や草剤号註どで現地的状視が変わっているの

で、まず 3月の開会 (3月7毘〉で見てか込具体的に決めていくことにな静

ましfこ。

基金が陣与えEかった場合どうするか白誌く地域韓民に知ってもらうために

『曜の鞍誌がき』吾作成し、今後の活動につなげて行くことι怒号ました。

ヲャコウアゲハの生長轟寵の写真〈期。幼車@さなぎ@成虫〉ウマノスズタ

サ的写真等をメンパー皆で選rJ、言電臨の『三か材麗』的鞍葉書とは違い、今

囲iまくらしの学習会メンバー皆が関わって作成しようと言う事になり、 3月

の鋼会後半に作業をする毒事にえE静ました。

話を勉めると時関経過が早くて4時も圏った訴で、 Oさん宅を畿iこしまし

た。見積れない人が襲撃下を移動する壌に映える大五部君、お菱重れ韓o 0さん

ありがとうございました。運転して下さったHさん お離れ離でした。 A.M

3
J
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3月 7自、会員 6名が出席し、林宅で開会?を行いました。井戸端会議が始ま

り、最近の出来事を話し合っているうちに、話題が F公圏』について集中して

きました。

東融市内〈主にi自重信町)にある既存の公閣も、最近出来ている新しい公菌

も、単に子供の遊び場としてだけの発想、から出来ている様な気がします。カラ

ブルな遊異は子供をひきつけるのでしょう。そう志くない公盟の敷地に燕や黄

にペンキ塗りされた数鰐の遊具が並んでいます。それは、遠くからでも目立つ

色です。しかし、公闘に居ると、その色が強烈すぎて私は麗心地が悪くなりま

す。そういう遊具は、市内の西闘にある総合公閣の様に広い公爵だと、遊ぶ空

関を示す色ですが、狭い公園では、いかにも遊ぶ子専用公麗だと主張している

色に感じられます。“公関を誰でも気軽に立ち寄れる集いの場としての発想で

餅ってもらえるといいね"とは皆の希望でしたA

イギリスやアメリカにある『都市の応接関としての公関Jの東温市競はどう

でしょうか。大きな木を植えて、木践をつくり、小さな子や赤ちゃん連れのお

母さん、そしてお年寄りの方がホッとでき、自転車や捷歩通学の生徒、散さ長や

ジョギングをしている若者や中高年が憩える場としての公爵・悲しい

けれど、昨今の様に犯罪が多いと、公関の空間は敬遠されがちだし、木が多い

と暗くなるから危険だという理由で木を少なくしがちです。でも、みんなの集

える場としての公爵が東掻市のオアシスとして各E互にあるといいですね

次に昨年から続けているジャコウアゲハを増やすという活動について話し合

いました。この活動を京く知ってもらう為、絵葉書を作ろうという事になって

いました。しかし、絵葉書をセットで作るには、写真がもっと必要だというこ

とになり、作成にはしばらく時簡をかけることにしました。そこでとり急ぎ、

ジャコウアゲハを知ってもちう為の紹介舟絵葉書を l枚だけ作ったらどうだろ

うということになりました。それで参加会員が各々、紹介舟絵葉書の構成案を

その場で考えました。それをもとに専門家の意見も開いて作るという事になり

ました。ジャコウアゲハは、美しいチョウなので、この絵葉書は多くの方々の

興味を号!くと期待しています。

絵葉書の案を作るという、いつもの例会にない事をし絡えて、 3丹例会が経

了しました。 (R• D) 
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¥¥〉耳東温市議告の
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東?塁市のホームページを見た。

定例議会の日程が出ていた。会期は 3

月8日から 23日までの 16日開。本会

議はインターネットで生中継されると

いう。その本会議は8日、 11日、 15日、

23日の4日間。

早速 15日は議場へ出かけ一般質問

を傍聴した。最も多い時で傍聴者は 15

名。 11，名の議員が質問に立つ。 9時 30

分から始まり終わったのは15時25分。

質問と答弁を合わせて一人 15分で終

る入、約 1時聞かけて思いの丈を述べ

る人さまざまであった。新市の今後の

展望、少子化対策、健康・介護・福祉

関係、学校・教育関係など身近な問題

を捉えての質問の多い中、日本国憲法

について、「君が代j斉唱等についてな

ど質問もまたさまざまであった。

松下通議員の『土地区画整理事業に

ついて』の質問に愛大西地区に住宅地

を計画し、既に 2月に地権者に説明し

75%の賛同を得ているが、今後 25%の

方の意見も聞きながら前向きに進めて

行きたいということであった。近くに

住む者として大きな関心事である。
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市議会最終日の 23日は9時 30分か

ら午前中インターネット中継をみた。

パソコンの画面中央に議場の正面議長
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。



席近辺の動画が小さく映る。画面を拡

大すると映像がぼやけて顔など全然分

らない。声は近くで聞くからきれいに

入る。とれは議場で聞くよりよく分る。

この日は総務、産業建設、厚生、文

教各委員長による委員会報告と質疑・

討論(反対・賛成)・表決があった。内

容は全般に関する事業(補助・助成も

含めて)の税金の使い方が中心で興味

深かった。

報告の冒頭に委員会は

傍聴者多数の中関かれた

と言っていた。委員会も

会場を議場にしてインタ

ーネット中継~より広く

市民に公開して欲しい。

2005年度の一般会計当初予算 104億

3300万円が決まった。これで名実共に

新東温市として発足できた。高須賀功

市長が『広報とうおん』の年頭のあい

さつで「特設のスリム化・効率性はもちろ

ん、市職員のマンパワーを畠め、行設サF

ピス体制の再構築を図り

ながら、地域の実情&住民

ニーズに令った個性的な

絶集、より費用対効暑の晶

い施集を展開することによ

っτ、新しい時代にふさわ

しい住民主役の東温市を

確立して弘、ります"J と述

べておられた。この決意

を是非具体化し実現して

欲しいものである。

(s • k) 
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春践に誘われて百ウオーキング試し晴海が?

2月 14日、コープえひめ南支所にて、「くらしの大学・ウオーキング

講習会j が開かれました。講師i土、巷でうわさの忠政啓文先生。お腹

のあたりが気になる私も参加してみました。

まず、忠政先生からウオーキングのポイントについてお話しがあり、

その後、朝生田から石手)lj公園まで実際に歩いてみましたり快い運動

になり、とても気持ちのよい時間者過ごすととができました。

ここで、教えていただいたウオーキング、のポイントを4つまとめてみ

ます。

1 よい遺言勢

2 かかとから着地

よい姿勢とは、ま宇っすぐに立って両手を

高く挙げ背伸びをします。そして関手

をそのままゆっくり企体織にもどした

状態。

足とかかととの角度を 90度にし、か

かとから着地する。普段から、これ

をくせにしておくと、家の中でのつ

まずきゃ転倒を防げる。

3 帯電にだした患のすむ暑のばす

4 腕を後ろiζふる 腕は前後に掘りますが、前よりも後

ろの方に強くふるようにします。後

ろに引し百た方が、お腹にねじりが加

時宮一



-.-

わりお腹の脂肪を燃やすのに効果的

とか。

一度に 4つのポイントすべてをマスターして捗くのは大変なので、今

日はこの点に気をつけようくらいの気軽な気持ちで始めるといいそう

です。そして何より「続けることん少しでもいいから、毎日するのが

理想です。でも、ウオーキングで急にやせるというのは無理。ダイエツ

ト効果を考えるなら、まず食べ物に気をつけましょう、とのこと。「ウ

才一キングしてすぐポケットから飴だのチョコレートだの出して食べ

てたらダ、メですよ、ホnツケトは空にしておきましょう Jとは、さすが

鋭い忠政先生でした。

E. K 



極扇

蒼社川の桜並木が、うっすらと紅をさした様に見えます。立春以後、時なら

ぬ大雪に驚かされたりもしましたが、着実に開花の準備をしている様です。

のどかな春の陽射しに包まれ、久々に何の予定もなく、のんびりと三連休を

過ごしていた 3月初日、突然、九州からの大きな地震のニュースが飛び込ん

できました。九州には親しい人が大勢います。幸い皆無事でホッとしたのも束

の問、日を追うにつれ、次々に明らかになる被害の大きさと多様さ、その後続

く無情な雨、被害の拡大が心配されます。これ以上辛い思いをする人がふえな

い様、祈るばかりです。それにしても、このところの自然災害の多さに、改め

て“この地球はどうなってしまうのかしら"と不安が募ります。

人間にはどうしようもない災害もありますが、人間由来の地球温暖化などが

原因となっている災害が多いのも事実です。人間のわがままを少し我慢すれば

今より災害は少なくなると思えます。大事な大事な私達の住処である地球のこ

とをもっと、もっと大切に考えなくては、と痛感します。

京都議定書発効の今年、京都で開鑑された記念行事に招かれたケニアの環境

副大臣ワンガリ・マータイさんの一言、一言が重く心に浸みわたります。“他

人や、行政、国擦機関に何か要求する前に、先ず自分の出来ることから始めよ

う"彼女はこの一念で 30年間にわたって草の根の植林活動を続け、結果、土

壌の侵食を防ぎ、農村女性の社会参加を促し、地球温暖化防止にも大きく貢献

したことが認められ、昨年アフリカ女性として初めて、ノーベル平和賞を授与

されました。彼女の大好きな言葉は“Mo伽 inai"。日本語の"もったいない"を真

に伝える英語が無いということで、ローマ字表記で世界語になりつつあると言

います。日本人が昔から大切にしてきた心"もったいなしミ"が世界語になるとは

嬉しい限りです。

彼女は"Mottainai"を実践する為の 4つの R(Reduce，Reuse，Repair，Recycle)を提唱

しています。私が子供の頃、何かにつけて大人達が口にした"もったいない"と

いう言葉は自然に子供の心にも浸み込んで来ました。すべてのものに感謝し、

粗末にしない様に接られたものでした。今、若い人達の間では死語になりつつ

あるという"もったいなしミ"。私達大人の責任の大きさを感じます。伝えなくて

は、と思います。

このまま地球の温暖化が進むと、太平洋の美しい島国ツパルは近い将来、完

-10骨



全に水投してしまうと言われています。名古麗で開幕される万博では永久諌土

から発掘されたマンモスが展示されると話題になっていますが、マンモスの発

掘が可能になったのも地球灘暖化の副産物、と警告する人もいます。鳥葬で知

られるチベット自治区は近年、遺体に化学物費が蓄額され、野生のハゲタカが

食べなくなり、衛生上の問題もあり、火葬が増えた結果、森林の乱伐という新

たな環境破壊が問題になっているとも言われています。

2的 l年に京都議定書から離脱したアメリカの動向に自を奪われている聞に、

イギリス@ドイツは撞室効果ガスの排出重量を 1990年のレベルまで戻すことに

成功しましたが、日本はその開にも排出量が増え続け、もはや達成は不可能と

も言われています。特効薬はないかもしれませんが、一人一人が“先ず自分の

出来ること'ヲを心がけねば、と患います。“私の出来ること"先ず、実家の片

づけに出かける時利用していたコンピニ弁当を止め、お弁当と飲物を持参する

ことにしました。プラスチックゴミが轍減して、スッキリ、です。そして、遠

くから多くの鵜料を寵って運ばれて来る食材をなるべく購入しない様にしまし

た。私の住んでいる今治は、“地産地1再開が盛んなので、ほとんどの鹿舗にコ

ーナーがあり助かります。鮮度抜群で味も濃く満足しています。究越の地産地

消、家庭菜閣の実行の為、もう少し、やんちゃ犬、大五離の撲をがんばらなく

ては、と患っているところです。先日も、イタリアンパセリを株ごと抜かれて

しまいましたから。歩くこと、冬は衣月設を一枚多く、夏は打ち水を、そしてブ

ロック塀には蔓性の横物をからませようと思います。昨年の夏の午後、むき出

しのブ口ック塀の照り返しは火傷しそうな程の熱さでしたが、)1;コウ草がから

まっている所では、ひんやりとした感じさえして驚いたととがあります。私に

出来ることはわずかですが、あきらめず続けていこうと患います。そして“出

来ること押を少しずつでも増やして行きたいと思っています。

芸予地震から 4年自の 3月 24呂、愛援には愚雪波操詮意報が出され、夜が

ふけて南は雪に変わっています。自然の怒りを感じます。

"Mo伽 inai"が地球を救う合い言葉になりますように。 (K.O)

世 11酔
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金盤投圭星ム藍麗む

次回は、花見開会です。調だる村へ行きます。 4丹 10日日曜日午前 10時

林宅集合。参加ご希望の方は、 4月9自までに林までご連絡ください。

ジャコウアゲハの食革、ウマノスズクサ老移植したり管理したりする機会

が出てくると患われます。興味関心のある方は、ご連絡ください。

読者の声を募集しています。ご感想、ご意見をお寄せください。お待

ちしております。

くちしの学習会では、臨時会員を募集しています。

活動会員 2∞o円/年 購読会員 l∞0丹/年

報込先口麗番号(郵便局〉 くらしの学習会 01610-5-210儲

問い合わせ先 TELlFAX 089-964-6ヲ56(林)

E-拠出1:1ct-havashi@niftv.com 

鍾襲議麗

愛知万博{愛領地球博)に思いがけなく行って来ました。人込みは嫌いなの

で、無理だ、と患っていましたが、 3月 25日開幕自、たまたま帰省していた実

家が会場の長久手にあるので、余り込んでいないというニュースを開きつけ、

午後 4時領再親の付き添いという意味もあって出かけました。事前の内覧会で

なかなか見られなかったというトヨタ館も自立館もさ域ど待たずに入ることが

できました。万博の今日的意義を見いだすのはなかなか難しいのですが、理境

博という視点はいいと患います。ただその裏に、やはり巷でささやかれている

大企業のしたたかな計算をぬぐいさることは出来ませんでした。それでも今後

の展開次第で、スポーツ以外の人と人との交流の場、京都議定書発効後の今日

的課題の提謡、解決策の共有の場などの閣が充実してくれば、功罪半ばとなる

でしょうか。開躍された以上、参加者の努力で是非功の菌が罪を上回ることを

頼ってやみません。

(T。日)

時/ぷ十叫


